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国際女性デーに当たって何か書いてくれと言われ，真っ先に思い出
したのは，去年（2025年）の春，文部科学省が 2022年度に実施した

「全国学力・学習状況調査」が九州大学の河野銀子教授の研究チームに
よって精査され，中学 3年の数学・理科の全国平均正答率で，男女の
差はほぼ存在しないと判明したことである。そして驚くべきは，男女別
の数値が出たのはこれが初めて。日本では今の今まで義務教育期の男女
別の成績を正式に公表していなかった。これは衝撃だった。正しいデー
タがないまま，私たちは勘違いをし続けてきたのだ。
私が高校受験をした 1970年代，生まれ故郷の神戸では県立高校で男

女の合格者数が最初から決まっていた。母校では女子は男子の約 7割。
複数の有名男子私立進学校のみがある地域で，これがどちらの性に不利
かは明らかだ。文理の選択でも，「男は理系，女は文系」と聞かされ続
けた女生徒に，公正な選択などできたはずがない。そもそも教師自体が
中 3生全体の男女の成績分布を知らなかったのだ。
河野教授の調査においても，成績の男女差がないのに，悲しいかな，

女子は「理系が苦手」「好きではない」と答える例が多いという。ただ，
現実には女子の選択は多様化した。昔は男子学部のようだった経済学部
が，いまや女子でいっぱいである。工学部も，最初に女子推薦枠を作っ
た名古屋工業大学をはじめとする大学側の努力もあり，例えばこの大学
では 50年前の 1975年には一桁だった女子の入学者数が，2025年の今
は 200人を超える。
さて，女子の多様性は実現しつつあるとして，男子はどうなのか。

「男は理系」と刷り込まれても，現実の学力調査の結果は異なる。結果，
不向きでも理系を目指す男子が多数出てくる。私は勤務校である工業大
学で「本当は文学を，保育を，音楽を目指したかった」といった話を男
子学生からたくさん聞かされた。
ここには「男らしさ」というオバケがとり憑いている。私の勤務校は

偶然防衛大学校と偏差値が近いことで，オバケに振り回された。たとえ
ば地域一番校の工学部を狙っていた受験生が，一次試験で失敗して二番
校の私の勤務校に志望を変える。突如「男らしい」からと学費無料の防
衛大を勧める親族が出現したりする。気の強い受験生はこれを振り切る
が，この圧力に屈して防衛大に進学する者もいる。この中には訓練につ
いていけず，退学・浪人を経て私の勤務校に来る者がいる。この手の学
生は，自分を男らしくないと思い詰めるのだ。
結局，社会全体の無意識の思い込み（アンコンシャスバイアス）が苦しめる
のは女子だけではない。2025年に発表された，男女別成績が初めて加
えられた河野教授の調査の意義は大きい。私たちはここで示された事実
を冷静に認め，その上で個人なり組織や国なりの方針を定めていくべき
ではなかろうか。


